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フィギュアスケートと舞踊芸術の文化交渉史
――ジョン・カリーによる 1970-80 年代のコラボレーションの意義

町　田　　　樹（國學院大學）

Abstract

British figure skater John Curry (1949-1994) was a driving force behind the fusion of figure 
skating and ballet in the 1970s and 1980s. He won the men’s figure skating gold medal in the 1972 
Winter Olympics in Innsbruck. In addition to ice skating, he was engaged in ballet since his youth, and 
appeared on stage as a dancer. Curry collaborated with many dance choreographers, leveraging his 
strengths as a dual-medium performer who advanced both the disciplines of figure skating and ballet. 
The purpose of this paper is to systematically organize the collaborative achievements as they are still 
ambiguous and describe then as a history of cultural interaction between figure skating and dance.

Extensive archival research revealed that Curry collaborated with 15 choreographers on 24 
figure skating performances between 1976 and 1984. These works were divided into the following 
groups according to their contents: (1) works created based on the style of classical ballet, (2) works 
that reflect the artistry of the choreographers, (3) adaptations of existing dance works, and (4) 
comparative experimental works that contain the same movements on the floor and on the ice. In 
addition, examining the creative processes and intentions of Curry and the choreographers in detail 
reveals that their collaborations aimed to expand the forms of classical ballet and postmodern dance, in 
addition to figure skating. Consequently, their collaborations can be evaluated as epoch-making efforts 
that connect the history of figure skating with the history of dance.
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１．序論

「氷上のヌレエフ」［1］，あるいは「スケート界
のアンソニー・ダウエル」［2］――これらは，かつ
て1970-80年代に活躍したジョン・カリー（John 
Curry, 1949-1994）というイギリスのフィギュア
スケーターに与えられた異称である。ヌレエフと
ダウエルはいずれも，言わずと知れた20世紀を代
表する舞踊家であり，クラシックバレエの分野に
おいて画期的な活動を次々に展開した。

そうした別称からも示唆される通り，ジョン・

カリーという人物は，フィギュアスケート（以降，
「FS」と略記）とバレエのフュージョンを推進し
たアーティスト志向のスケーターである。後に改
めて説明することになるが，1970年代当時，男性
のFS競技を席巻していたのは，踊りの素養や優
雅な身のこなしなどではなく，力強くアスレチッ
クな滑りと高難度ジャンプが重視される「男らし
い」スケーティングスタイルであった。こうした
状況の中，カリーは当時の男性スケーターとして
は極めて珍しく，高難度ジャンプを会得しながら
も，「バレエのディシプリン」［3］に裏付けられた
アーティスティックなスケーティングスタイルを
追求し，次々とFSの新境地を切り開いていくこ
ととなる［4］。

かくして競技者としてのカリーは，その類稀な
才能によりおよそ順風満帆なキャリアを歩んだ。
1971年，自身初となる全英チャンピオンの座を獲
得した後，そこから着実に競技力と世界ランクを
向上させていき，1976年２月にはついにインスブ
ルック冬季オリンピックで優勝を果たす。さらに
同年，五輪の他にも欧州選手権大会や世界選手権
大会などの主要国際競技会を全て制覇するという
偉業を成し遂げ，カリーはイギリス国内外におい
て一躍時代の寵児となった。
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ところが，ジョン・カリーというスケーターの
本領は，むしろ競技引退後に発揮されることにな
る。カリーはオリンピックや世界選手権で優勝を
飾った直後の1976年３月に競技を引退し，アイス
ショーなどの舞台で演技を披露するプロフェッ
ショナルスケーターへと転身した。そして，自ら
が主宰するスケーティングカンパニーを旗揚げし，
ブロードウェイをはじめとする欧米各地の劇場で
公演を行いながら，自身の理想とする舞踊芸術と
してのFSを追い求め続けた。競技者としても名
を馳せたカリーであったが，プロスケーターとし
ての活動もたちどころにThe New York Timesの
芸術面やDance Magazineなどで頻繁に取り上げ
られるようになり，「スポーツとしてのFSをアー
トへと昇華させた先駆者」［5］として高く評価され
るまでに至ったのである。

実は当時，そうしたカリーの志と活動に多く
の「舞踊振付家」［6］が共鳴し，フィギュアスケー
ターとダンサーが協働して作品を創作する「コラ
ボレーション」が数多く試みられるようになっ
た。カリーとの協働がとりわけ注目された舞踊振
付家は，ポストモダンダンスの旗手の一人である
トワイラ・サープ（Twyla Tharp, 1941- ）である。
1976年11月，彼らはスケーティング動作にダンス
の表現方法を大胆に取り入れた《アフター・オー
ル After All》というFS作品を発表した。この斬
新なコラボレーションは，FS界および舞踊界の
両者において大きな話題を呼ぶこととなった［7］。

そして，この出来事を皮切りに，カリーは様々
な舞踊振付家と協働してFS作品を創作していく
ようになる。例えばサープの他にも，ケネス・マ
クミラン（Kenneth MacMillan, 1929-1992），ロ
バート・コーハン（Robert Cohan, 1925-2021），ピー
ター・ダレル（Peter Darrell, 1929-1987），ノーマン・
マアン（Norman Maen, 1932-2008），エリオット・
フェルド（Eliot Feld, 1942- ），ラー・ルボヴィッ
チ（Lar Lubovitch, 1943- ），ローラ・ディーン

（Laura Dean, 1945- ），ピーター・マーティンス
（Peter Martins, 1946- ）など，錚々たる舞踊振付
家の名を並べることができる。

なおFSの歴史において，スケーターと舞踊振
付家の協働は数こそ多くはないものの，1930年
代より行われてきたことが確認できる［8］。ただし，
カリーが登場する以前のコラボレーションは，舞
踊振付家が演出および振付した作品をスケーター
が単に実演する，という一方的な関係の上に成り
立っているような協働であったり，あるいは，舞
踊振付家とスケーターがある程度対等に協働して
いたとしても，完成した作品が見世物のような内
容であったりしたようである［9］。そうした歴史的
背景を踏まえると，カリーが牽引した1970-80年
代のコラボレーションというのは，創作した作品

の量や参画した振付家の人数といった点において，
史上最も大規模で活気を帯びたものであったと位
置付けることができるだろう。また，カリーと舞
踊振付家たちの協働は，従来スポーツや見世物と
してしか認識されていなかったFSを，舞踊芸術
の域へと発展させた画期的な試みであったとも評
価できるのである。

しかしながら，カリーを中心としてこれほどま
でに数多くのコラボレーションが実施されてきた
のにもかかわらず，彼らの協働については断片的
な記録が点在するのみで，未だにその実態がよく
わかっていない。協働に関する資料が集約されて
いるわけでもなければ，協働作品の全てが映像で
記録されているわけでもないため，カリーと舞踊
振付家らのコラボレーションはFS史と舞踊史の
両歴史から完全に欠落してしまっているのであ
る［10］。

そこで本論文では，カリーと舞踊振付家の協働
に関する既存資料の悉皆収集と，未発見資料の発
掘を初めて試み，それら資料を網羅的に整理およ
び分析する。それによって今後，彼らの活動や作
品を研究する上で前提となり得る基礎研究として
の歴史記述を，展開していきたい。そして，カリー
と舞踊振付家はいったい何を目的に活動したのか，
その意味を解き明かし舞踊史に組み入れる。本論
によって，FS史と舞踊史の紐帯となるコラボレー
ションの意義が初めて明らかになるはずである。

２．ジョン・カリーというキーパーソン
　　――その「ジェンダー」と「ディシプリン」

まずは，コラボレーションの実態を探る上で重
要となるカリーの伝記的事実について，簡潔に確
認していくことにしよう。幸いにも，当時カリー
は時の人であっただけに，その人生をめぐっては
複数の伝記やドキュメンタリーが編纂されてい
る。代表的な伝記としては，キース・マネーとカ
リー自身によって編まれた自伝John Curry（Knopf, 
1978）と，エルバ・オグランビーによるBlack Ice: 
The Life and Death of John Curry（Victor 
Gollancz, 1995），そしてビル・ジョーンズにより記さ
れたAlone: The Triumph and Tragedy of John 
Curry（Bloomsbury Sport, 2014）の３冊が挙げ
られるだろう。

本論では，以上に示した伝記を参照しながら，
舞踊振付家との協働に深く関わると思われる彼の

「ジェンダー」と，アーティストとしての「ディ
シプリン」について簡潔に整理していきたい。

実は，カリーはスケーターとして常にジェン
ダーバイアスに晒されていた人物である。伝記を
通じて語られたカリー自身の証言と，FSのジェ
ンダーにまつわる先行研究によると，1980年代頃
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までスケート界では男性がスパイラル［11］などの
技を実施したり，上半身をしなやかに動かしな
がら優雅に滑ることは忌避されていたという［12］。
当時，一般的にFSや新体操をはじめとするアー
ティスティックスポーツは，「女性に適した」あ
るいは「女性らしい」スポーツであると見做され
ていた。そのため，男性がアーティスティックス
ポーツに参画しようものなら，女々しいと揶揄さ
れたり，同性愛者であることを疑われたりするな
ど，女性優位のジェンダーバイアスが強烈に働い
ている時代であったようである［13］。だが，カリー
はそうした風潮にも負けず，自身の理想であるバ
レエダンサーが舞っているようなスケーティング
を追求し続けた。当時師事していたコーチたちが

「男らしい」スケートに矯正しようと何度も試み
たらしいが，カリーは頑なに妥協しなかったよう
である［14］。なお，カリーは自身の性的指向がゲ
イだということを認識しており，なおかつ，その
ことを敢えて隠さずに活動していたこともあって，
上記以外のジェンダーバイアスとも闘わねばなら
ぬ人生であった。

では，なぜカリーはジェンダーバイアスに抗し
てまで舞踊的なスケーティングを追求したのか。
それは彼が「FSのディシプリン」［15］はもちろん
のこと，バレエのディシプリンも会得していたか
らに他ならない。カリーは幼少期からバレエに対
して強い憧れを抱いており，ダンサーになること
を夢見ていた時期がある。結果的には父親の反対
によりその夢を諦めざるを得なかったのだが，カ
リーはスケーターとしての活動の傍らで，18歳の
頃からバレエの研鑽にも本格的に取り組むように
なった［16］。彼は，ランバート・ダンス・カンパ
ニー（現ランバート）の元団員であるジョイス・
グレアム（Joyce Graeme, 1918-1991）の手ほど
きを受けた後，NYにあるアルヴィン・エイリー・
ダンススクールにも通い，主にロバート・クリス
トファー（Robert Christopher）によるクラシッ
クバレエのクラスと，マーサ・グレアム（Martha 
Graham, 1894-1991）によるモダンダンスのクラ
スを受講しながら，ダンサーとしても活動すべく
努力を重ねた［17］。その結果，カリーはダンサー
兼俳優として舞踊家アグネス・デ=ミル（Agnes 
de Mille, 1905-1993）が監督を務める《ブリガドー
ン Brigadoon》（1980-81年）をはじめ，複数の舞
台への出演を果たしたのであった［18］。

カリーのスケーティングを見ればすぐにでも一
目瞭然となるのだが，彼は氷上でバレエのパをそ
のまま行うことはしない。しかし，一つひとつの
スケーティング動作は，バレエのディシプリンに
忠実に従うものとなっているのである。例えば，
氷から離れているフリーレッグが必ずアン・ドゥ
オールの状態で維持されていたり，上半身の姿勢

は常にエポールマンが意識されているため，身体
のラインが寸分の隙なく，いつ何時でも整ってい
る。また，腕の動きもポール・ド・ブラの作法に
則っており，動作と動作が途切れることなく滑ら
かに展開される。1970-80年代当時，これほど的
確にバレエの定型的ポジションとスケーティング
動作を融合させることができたスケーターは，や
はりカリーを置いて他に存在しなかっただろう。

かくしてジョン・カリーという人物は，FSと
バレエのディシプリンを一通り修めただけでなく，
それらのフュージョンをジェンダーバイアスにも
臆することなく試行錯誤し続けた孤高の人物だと，
ここで改めて評価し得るのである。

３．カリーと舞踊振付家のコラボレーション
　　――活動と作品の体系的整理

これまでコラボレーションの主導者となるカ
リーの人物像について，ジェンダーとディシプ
リンを中心に確認してきた。では，誰よりも優
れたスケーティング技術を会得しており，なおか
つ，誰よりもそれをバレエのディシプリンに当て
嵌めて行うことができる踊り手であったカリーは，
一体いかなる人物たちと協働し，どのような作品
を創作したのだろうか。次に，カリーと舞踊振付
家たちが1970-80年代にかけて試みたコラボレー
ションの実態を解明していくこととする。

３−１．コラボレーションの概要
何よりもまず，従来曖昧なままとされてきたコ

ラボレーションの全体像を把握していくことにし
たい。

表１は，カリーと舞踊振付家が協働創作した
FS作品の一覧である。実は，FS界随一のアーカ
イブ機関である世界フィギュアスケート博物館

（米国コロラド州）には，アーキビストにより作
成されたカリーの公演歴や創作歴に関する資料

（非公開）が保存されている。これらはカリー研
究を進める上で非常に参考となる重要資料ではあ
るのだが，筆者が2017年に現地調査を行ったとこ
ろ，その内容は決して完全というわけではなく，
情報に欠落や誤りが数多く散見された。そこで本
論では，先に挙げた伝記はもとより，筆者が独自
に収集したカリー関連の公演パンフレット類や，
The New York Timesをはじめとする英語および
仏語圏の各種雑誌において掲載された同時代批評，
さらには作品が収録された映像などの新出資料を
手がかりに，コラボレーション作品の詳細につい
て可能な限り正確に整理し直した。従って表１に
まとめられた作品情報は，こうして同博物館収蔵
資料の欠陥を精緻に補完したものである。

カリーは五輪で優勝しプロに転向した1976年か



－14－
『舞踊學』第46号　2023年

表
１

．
ジ

ョ
ン

・
カ

リ
ー

と
舞

踊
振

付
家

の
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
作

品
一

覧
N
o
.

初
演

年
作

品
タ

イ
ト

ル
振

付
家

実
演

家
使

用
楽

曲
衣

裳
デ

ザ
イ

ン
映

像
記

録
作

品
類

型
典

拠
文

献

1
19

76
So

lo
 p

ou
r D

eu
x

Pe
te

r H
eu

bi
Pe

te
r H

eu
bi

 / 
Jo

hn
 C

ur
ry

−
−

◯
第

４
類

型
①

2
19

76
I G

ot
 It

 B
ad

, a
nd

 T
ha

t a
in

't 
G

oo
d

N
or

m
an

 M
ae

n
Jo

hn
 C

ur
ry

"I
 G

ot
 It

 B
ad

, a
nd

 T
ha

t a
in

't 
G

oo
d"

 b
y 

D
uk

e 
El

lin
gt

on
−

◯
−

②

3
19

76
Af

te
rn

oo
n 

of
 a

 F
au

n
N

or
m

an
 M

ae
n

Jo
hn

 C
ur

ry
 &

 P
eg

gy
 F

le
m

in
g 

(o
r C

. F
ou

lk
es

)
"P

re
lu

de
 to

 th
e 

A
fte

rn
oo

n 
of

 a
 F

au
n"

 b
y 

Cl
au

de
 D

eb
us

sy
N

ad
in

e 
Ba

yl
is

◯
第

１
・

３
類

型
④

4
19

76
Af

te
r A

ll
Tw

yl
a 

Th
ar

p
Jo

hn
 C

ur
ry

"T
ru

m
pe

t C
on

ce
rto

 in
 E

-fl
at

 M
aj

or
" b

y 
To

m
as

o 
A

lb
in

on
i

Sa
nt

o 
Lo

qu
as

to
◯

第
２

類
型

⑥

5
19

76
Ja

zz
 S

ui
te

N
or

m
an

 M
ae

n
Jo

hn
 C

ur
ry

, L
or

na
 B

ro
w

n 
&

 5
 o

th
er

s
Th

ad
 Jo

ne
s a

nd
 M

el
 L

ew
is'

s m
us

ic
 a

rra
ng

ed
 b

y 
D

av
e 

Li
nd

up
Jo

e 
Eu

la
×

−
③

6
19

76
Fe

ux
 F

ol
le

ts
K

en
ne

th
 M

ac
M

ill
an

Jo
hn

 C
ur

ry
"T

ra
ns

ce
nd

en
ta

l E
tu

de
 N

o.
5"

 b
y 

Fr
an

z 
Li

sz
t

Jo
e 

Eu
la

 &
 H

ar
ry

 L
in

es
×

−
③

7
19

76
Sc

en
es

 o
f C

hi
ld

ho
od

Pe
te

r D
ar

re
ll

Jo
hn

 C
ur

ry
, L

or
na

 B
ro

w
n 

&
 5

 o
th

er
s

"K
in

de
rs

ce
ne

n 
O

p.
15

" b
y 

Ro
be

rt 
Sc

hu
m

an
n

Jo
e 

Eu
la

×
−

③

8
19

76
Su

ite
 fo

r S
ita

r
Pe

te
r D

ar
re

ll 
&

 Jo
hn

 C
ur

ry
Lo

rn
a 

Br
ow

n,
 C

at
he

rin
e 

Fo
ul

ke
s &

 4
 o

th
er

s
G

ra
nt

 H
os

sa
ck

A
nt

ho
ny

 D
ow

el
l

×
−

③

9
19

76
Le

 V
al

se
 G

la
ce

Ro
na

ld
 H

yn
d

Jo
hn

 C
ur

ry
, J

ac
qu

ie
 H

ar
bo

rd
 &

 1
0 

ot
he

rs
D

rig
o

N
ad

in
e 

Ba
yl

is
×

−
④

10
19

77
Ic

ar
us

Jo
hn

 B
ut

le
r

Jo
hn

 C
ur

ry
 &

 R
on

 A
le

xa
nd

er
G

or
do

n 
Cr

os
se

N
ad

in
e 

Ba
yl

is
×

−
④

11
19

77
W

in
te

r 1
89

5
Ro

na
ld

 H
yn

d
A

ll 
of

 Jo
hn

 C
ur

ry
 S

ka
tin

g 
Co

m
pa

ny
A

rth
ur

 S
ey

m
ou

r S
ul

liv
an

N
ad

in
e 

Ba
yl

is
×

−
④

12
19

78
Ta

ng
o-

Ta
ng

o
Pe

te
r M

ar
tin

s
Jo

hn
 C

ur
ry

 &
 Jo

Jo
 S

ta
rb

uc
k

"T
an

go
" b

y 
Ig

or
 S

tra
vi

ns
ky

 &
 "J

el
ou

sie
" b

y 
Ja

ko
b 

G
ad

e
D

.D
. R

ya
n

◯
第

１
類

型
⑤

13
19

78
Pa

la
is

 d
e 

G
la

ce
D

on
al

d 
Sa

dd
le

r
J. 

Cu
rry

, L
or

na
 B

ro
w

ne
, C

at
he

rin
e 

Fo
ul

ke
s

"L
e 

Pa
tin

eu
rs

" b
y 

G
ia

co
m

o 
M

ey
er

be
er

Fl
or

en
ce

 K
lo

tz
◯

第
１

類
型

⑤

14
19

78
Sc

oo
p

D
ou

gl
as

 N
or

w
ic

k
Pa

ul
 T

oo
m

et
, D

eb
or

ah
 P

ag
e 

&
 2

 o
th

er
s

D
on

al
d 

A
sh

w
an

de
r

Sa
ra

 B
ro

ok
◯

第
３

類
型

⑤

15
19

78
Ti

lt-
A-

W
hi

rl
La

r L
ub

ov
itc

h
Jo

hn
 C

ur
ry

 &
 P

eg
gy

 F
le

m
in

g
"L

ad
y 

D
ay

" &
 "N

or
th

 S
ta

r"
 b

y 
Ph

ili
p 

G
la

ss
A

nn
e 

C.
 d

e 
V

el
de

r
◯

第
２

類
型

⑧

16
19

78
Ic

e 
M

ov
es

Je
an

-P
ie

rre
 B

on
ne

fo
ux

Jo
hn

 C
ur

ry
, C

at
he

rin
e 

Fo
ul

ke
s &

 E
ns

em
bl

e
"R

om
an

 C
ar

ni
va

l O
ve

rtu
re

" b
y 

H
ec

to
r B

er
lio

z
Jo

e 
Eu

la
◯

第
１

類
型

⑤

17
19

78
M

yt
h

Ro
be

rt 
Co

ha
n

Jo
hn

 C
ur

ry
 &

 6
 o

th
er

s
"M

as
qu

e 
of

 S
ep

ar
at

io
n"

 b
y 

Bu
rt 

A
lc

an
ta

ra
N

or
be

rto
 C

hi
es

a
×

第
３

・
４

類
型

⑤

18
19

80
Th

re
e 

Fa
nf

ar
es

Tw
yl

a 
Th

ar
p

Jo
hn

 C
ur

ry
"F

es
tm

us
ik

 d
er

 S
ta

dt
 W

ie
n"

 b
y 

Ri
ch

ar
d 

St
ra

us
s a

nd
 3

 o
th

er
 m

us
ic

s
−

◯
第

２
類

型
⑥

19
19

82
Th

e 
Sn

ow
 Q

ue
en

J. 
Cu

rry
 &

 Je
an

-P
ie

rre
 B

on
ne

fo
ux

Jo
hn

 C
ur

ry
 &

 5
 o

th
er

s /
 A

 la
rg

e 
en

se
m

bl
e

"T
he

 S
ea

so
ns

" &
 "R

ay
m

on
da

" b
y 

A
le

xa
nd

er
 G

la
zo

un
ov

−
◯

第
１

類
型

⑦

20
19

84
C

ou
rt

 o
f I

ce
La

r L
ub

ov
itc

h
Jo

hn
 C

uu
ry

, J
oJ

o 
St

ar
bu

ck
 &

 7
 o

th
er

s
Jo

ha
n 

Se
ba

sti
an

 B
ac

h
A

nn
e 

C.
 d

e 
V

el
de

r
×

−
⑧

21
19

84
La

 V
al

se
Je

an
-P

ie
rre

 B
on

ne
fo

ux
N

at
ha

n 
Bi

rc
h,

 L
or

i N
ic

ho
l &

 9
 o

th
er

s
"L

a 
V

al
se

" b
y 

M
au

ric
e 

Ra
ve

l
A

nn
e 

C.
 d

e 
V

el
de

r
×

第
３

類
型

⑧

22
19

84
M

ed
ita

tio
n

Je
an

-P
ie

rre
 B

on
ne

fo
ux

Ca
th

er
in

e 
Fo

ul
ke

s &
 M

ar
k 

H
om

in
uk

e
"M

éd
ita

tio
n"

 fr
om

 T
ha

ïs
 b

y 
Ju

le
s M

as
se

ne
t

A
nn

e 
C.

 d
e 

V
el

de
r

◯
第

１
類

型
⑧

23
19

84
Bu

rn
La

ur
a 

D
ea

n
Jo

hn
 C

ur
ry

 &
 Jo

hn
 C

ur
ry

 S
ka

tin
g 

Co
m

pa
ny

"E
qu

in
ox

e 
Pt

.6
 &

 7
" b

y 
Je

an
 M

ic
he

l J
ar

re
A

nn
e 

C.
 d

e 
V

el
de

r
◯

第
２

類
型

⑧

24
19

84
M

oo
n 

Sk
at

e
El

io
t F

el
d

Jo
hn

 C
ur

ry
"P

ia
no

 C
on

ce
rto

 in
 G

 m
aj

or
" b

y 
M

au
ric

e 
Ra

ve
l

W
ill

a 
K

im
◯

第
２

類
型

⑧

　
⑧

 T
he

 J
oh

n 
C

ur
ry

 S
ka

tin
g 

C
om

pa
ny

〔
So

uv
en

ir 
Pr

og
ra

m
〕

, G
eo

rg
e 

Fe
nm

or
e 

A
ss

oc
ia

te
s, 

In
c.

: N
ew

 Y
or

k,
 1

98
4,

 p
p.

13
-1

4.

　
⑥

 B
ill

 Jo
ne

s, 
Al

on
e:

 T
he

 T
ri

um
ph

 a
nd

 T
ra

ge
dy

 o
f J

oh
n 

C
ur

ry
, B

lo
om

sb
ur

y 
Sp

or
t: 

Lo
nd

on
, 2

01
4,

 p
p.

22
0-

22
1.

　
①

 "F
ac

e 
au

 sp
or

t,"
 L

e 
N

ou
ve

lli
st

e,
 1

7 
Ja

nv
ie

r, 
19

76
, p

.6
.／

G
.Z

. "
Fa

ce
 a

u 
Sp

or
t,"

 L
e 

N
ou

ve
lli

st
e,

 1
9 

Ja
nv

ie
r, 

19
76

, p
.1

2.

　
⑦

 Jo
se

ph
 D

ur
so

, "
Ba

lle
t o

n 
Sk

at
es

," 
Th

e 
N

ew
 Y

or
k 

Ti
m

es
, N

ov
em

be
r 3

0,
 1

98
2,

 S
ec

tio
n 

D
, p

.2
8.

　
②

 Jo
hn

 C
ur

ry
 &

 K
ei

th
 M

on
ey

, J
oh

n 
C

ur
ry

, M
ic

ha
el

 Jo
se

ph
: L

on
do

n,
 1

97
8,

 p
.6

8.

［
註

］
表

１
を

作
成

す
る

に
あ

た
り

参
照

し
た

文
献

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

　
③

 J
oh

n 
C

ur
ry

 T
he

at
re

 o
f S

ka
tin

g:
 C

am
br

id
ge

 T
he

at
re

〔
So

uv
en

ir 
Pr

og
ra

m
〕

, S
til

w
el

l D
ar

by
 &

 C
o.

 L
td

.: 
Lo

nd
on

, 1
97

6,
 p

p.
16

-1
7.

　
④

 J
oh

n 
C

ur
ry

 T
he

at
re

 o
f S

ka
tin

g 
Ⅱ

: L
on

do
n 

Pa
lla

di
um

〔
So

uv
en

ir 
Pr

og
ra

m
〕

, S
til

w
el

l D
ar

by
 &

 C
o.

 L
td

.: 
Lo

nd
on

, 1
97

7,
 p

p.
15

-1
6.

　
⑤

 J
oh

n 
C

ur
ry

’s
 "

Ic
eD

an
ci

ng
"〔

So
uv

en
ir 

Pr
og

ra
m
〕

, G
eo

rg
e 

Fe
nm

or
e 

A
ss

oc
ia

te
s, 

In
c.

: N
ew

 Y
or

k,
 1

97
9,

 p
p.

9-
10

.



－15－
『舞踊學』第46号　2023年

ら1984年にかけて，総勢15名の舞踊振付家と協働
し，計24作ものFS作品を発表している。そうし
た作品はいくつか例外はあるものの，基本的には
カリー自らが主宰するスケーティングカンパニーの公
演で披露されたものである。カリーは，そのキャリ
アの中で，Theatre of Skating（1976-77年）［19］，Ice 
Dancing（1979年）［20］，A Symphony on Ice（1984
年）［21］という３つのカンパニーを組織している。
これらのカンパニーの活動期間はいずれも１年か
ら２年と短いのだが，カリーが単独で振り付けた
作品と，表１に示したコラボレーション作品の両
者を織り交ぜたプログラムを引っ提げて，欧米を
中心に世界各地を巡業した［22］。

いずれのカンパニーも，カリーによる選りすぐ
りのスケーターたちで構成されており，その多く
がやはりバレエ経験者となっている［23］。ちなみに，
カリーの活動を特集するTV番組を通じて開示さ
れたカンパニーの稽古を見てみると，主としてフ
ロアでのバーレッスンと，バレエのディシプリン
に則してスケーティングのエクササイズを行う氷
上レッスンの２つから成り立っており，カリーが
舞踊界のカンパニーさながら極めてアカデミック
かつ厳密に構造化された独自のルーティンワーク
に基づいて団員であるスケーターたちを教育して
いたことが窺える［24］。コラボレーションに携わっ
た舞踊振付家たちは，こうしてカリーの舞踊的な
スケーティングスタイルに精通する団員たちで組
織されたカンパニーの活動に，参画していたこと
になるのである。

では次に，カリーと舞踊振付家たちが実際どの
ように協働し，作品を形づくっていったのか，コ
ラボレーション作品の創作方法について明らかに
していきたい。

言うまでもなく，カリーはFSとバレエの両ディ
シプリンを熟知していただけでなく，それらを自
在に操ることができた。その一方で舞踊振付家の
側には，バレエのディシプリンが完璧に備わって
いたとしても，FSに関する知識が一切なかった。
そのためカリーは協働する前に，必ず舞踊振付家
をスケートリンクに連れて行き，実演を交えなが
らFSのディシプリンを説明したという。しかし，
舞踊振付家が一朝一夕にそれらを理解できるはず
がない。結局，カリーと舞踊振付家たちはFSに
関する共通認識を形成できぬままコラボレーショ
ンに臨む他なかったようだ［25］。

そしてそうとなれば，舞踊振付家の領分である
バレエとスケーターの領分であるスケーティング
技術の両方に精通しているカリーが，協働創作の
際にどのような役割を担っていたかが，必然的に
見えてくるというものだろう。カリーはコラボ
レーションにおける自身の立ち位置について，次
のようにインタビューで語っている。

私は彼ら（舞踊振付家たち）に，自分たち
が使用している音楽に対し舞踊用語（動作）
で行いたいことを尋ね，そして，私たちはそ
れをフィギュアスケート用語（動作）へと翻
訳する。［26］

このようにカリーは終始一貫して，舞踊振付家
が導き出したアイデアやフロアでの動きを氷上の
スケーティング動作へと変換する，いわば「翻訳
者」としての立場で創作に関与していた。ただ
し，この翻訳者としてのカリーは，あくまでも裏
方に徹しており，作品創作に対する自らの貢献を
表立って主張することはなかった。その証拠に表
１が示す通り，作品No.8とNo.19という例外はあ
るものの，公演パンフレットなどの公式刊行物に
おいては，コラボレーション作品の創作を担当し
た振付家の名を明示するクレジット欄を確認して
も，カリーの名は記載されていない。だが以上に
引用したカリーの証言を踏まえると，内実はそう
したクレジット表記のない作品であったとしても，
彼のアイデアや作意が多分に反映されていると推
測できるのである。なお，カリーの氏名がクレ
ジットとして表示されている表１の作品No.8《シ
タールのための組曲 Suite for Sitar》（1976年）
と，No.19《雪の女王 The Snow Queen》（1982年）
に限っては，カリーも主体的に作品のアイデアや
振りを考案し，舞踊振付家と対等な立場で協働創
作したと考えられる。

３−２．コラボレーション作品の傾向
それでは続いて，以上に示した協働過程を経て

創作された作品の内容を分析していきたい。ただ
し，本論はあくまでもカリーと舞踊振付家による
コラボレーションのあり方を記述することに主眼
を置くものであるため，表１に掲載された作品一
つひとつを詳細に取り上げることはしない。その
代わり，ここでは表１の作品群全体に共通する特
徴や傾向を簡潔に論じることとする。

なお残念ながら，表１の作品をめぐっては公
式のアーカイブ映像がほとんど存在しない。唯
一，公式アーカイブが確認できるのは，カリーに
とって自身２度目となるカンパニー Ice Dancing
にて上演された作品群（すなわち，表１のNo.3-4
とNo.12-16）のみで，これらはワーナーホームビ
デオが1980年に発売したVHS製品John Curry’s 
IceDancing（Catalogue No.30003）に収録されて
いる。それ以外の作品についても，当時テレビで
放送されるなど，何らかに映像化されている場合
が多いのだが，約半世紀が経過した今となっては，
放送事業者のアーカイブに眠っていると思われる
収録映像を発掘するか，もしくは，動画投稿サイ
トなどを通じて，当時のテレビ録画を所有する個
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人からネット上に映像が提供されていないか探し
続けるより他ない状態となっている。とはいえ動
画投稿サイトでは，最新の伝記やドキュメンタ
リー映画が制作されてカリーが再評価されるよう
になったことを受け，表１の作品映像が（非公式
ではあるものの）続々と公開されてきていること
も事実である。

今回そうしたアーカイブ映像をあらゆる手段を
駆使してくまなく探し，可能な限り多くのコラボ
レーション作品を実見した。すると，協働作品は
その内容の傾向に応じて，およそ４つに分類でき
ることが明らかとなった。その４つの作品傾向と
は，すなわち以下の通りである。なお，表１の各
作品の分類については，「作品類型」欄を参照さ
れたい。

［第１類型］�バレエのディシプリンに基づいて創
作された作品群

この第１類型には，主としてマーティンス
やドナルド・サドラー（Donald Saddler, 1918-
2014），ジャン＝ピエール・ボンフー（Jean-Pierre 
Bonnefoux, 1943- ）の作品が当て嵌まる。これら
の作品は，徹底してバレエのディシプリンに則し
て振り付けられていることが最大の特徴と言える
だろう。基本的に作品全体を通じて，腕の動きは
アン・バー，アン・ナヴァン，アン・オー，ア・ラ・
スゴンドの各ポジションを丁寧に通していくよう
なポール・ド・ブラとなっており，なおかつ身体
のラインも常にエポールマンやアン・ドゥオール
が意識されている。こうしてバレエの定型的ポジ
ションを適用したスケーティング動作によって，
作品が構成されているのである。

また，「スケーティングバレエ」とも称された
表１のNo.8《雪の女王》［27］や，振付を担当した
サドラー自身が「アイスバレエ」と呼んでいた
No.13《氷の宮殿 Palais de Glace》（1978年）［28］

などに顕著にみられる特徴であるが，作品の構造
も，パ・ド・ドゥやソロバリエーション，コール・
ド・バレエ，コーダなどのグランドバレエやディ
ベルティスマンの上演形式が多々応用されている。
そして，とりわけ第１類型の作品群で注目すべき
は，技のフュージョンが模索されているというこ
とだ。例えば，FS特有の回転技であるツイヅル［29］

をグラン・フェッテ・ロン・ドゥ・ジャンブ・アン・
トゥールナン（フェッテターン）のように変形さ
せたり，バレエのマネージュの形式を応用してア
クセルジャンプやループジャンプを連続で繰り出
しながら円状の軌跡を描くなど，スケーティング
動作とパの融合も時折試みられている。無論，バ
レエのディシプリンに精通しているカリーは，そ
れらを十全に踊りこなしている。カリーにとって
この第１類型は，最も本領を発揮することができ

た作品群であっただろう。

［第２類型］�舞踊振付家の作風が色濃く反映され
ている作品群

第１類型の作品群は徹底的なまでにバレエの
ディシプリンに則って振り付けられているため，
舞踊振付家の個性はほとんど感じられない。一
方でそれとは対照的に，サープやディーン，ルボ
ヴィッチ，フェルドといったモダンダンスやポス
トモダンダンスの旗手たちによって創作された第
２類型の各作品には，それぞれ舞踊振付家の作風
が色濃く反映されているという特徴がある。

例えば，サープは《デュース・クーペ Deuce Coupe》
（1973年）を筆頭に，異なるジャンルの舞踊様式
を並置させる独自の創作技法を用いて振付を行う
ことがあるが，そうした作風がカリーとの協働作
品である《アフター・オール》にも顕著に表われ
ている［30］。またディーンの《バーン Burn》（1984
年）も，彼女の作品を象徴する２大特性――すな
わち，幾何学のフォーメーションと回転動作に
よって構成されている［31］。このように第２類型
の作品群は，バレエの舞踊様式よりも，舞踊振付
家ならではの創作技法をいかに氷上において応用
するかということに重点が置かれているのである。

［第３類型］既存の舞踊作品を翻案した作品群
コラボレーション作品の多くは，舞踊振付家独

自の着想によって創作されているのだが，中には
既存の舞踊作品を翻案したアダプテーション作品
も見られる。なお当時のFS界において，舞踊作
品を翻案する試みは非常に画期的であった。

この第３類型の代表例としては，やはりマアン
の《牧神の午後 Afternoon of a Faun》（1976年）
が挙げられる。言わずと知れた，ヴァーツラフ・
ニ ジ ン ス キ ー（Vaslav Fomich Nijinsky, 1890-
1950）の同名作品（1912年）を，FSのディシプリ
ンを用いて翻案している。カリーとペギー・フレ
ミング（もしくはキャサリン・フォルクス）の２
名で牧神とニンフの戯れを表現しているのだが，
ニジンスキー作品の革新性であるモダニズム，ヘ
レニズム，プリミティヴィズムなどが踏襲されて
いるわけではなく，終始バレエのディシプリンに
基づいた美しい動きで構成されている［32］。本作
はカリーの代表作として認識され，後進のフィ
ギュアスケーターたちにも多大なる影響をもたら
しているが，ニジンスキー作品の革新性を引き継
ぐものではないという点において，アダプテー
ション作品としては凡庸と評価せざるを得ないだ
ろう。

またダグラス・ノーウィック（Douglas Norwick）
の《スクープ Scoop》（1978年）は，NYを拠点と
する子ども向け劇団The Paper Bag Playersが上
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演していた同名作品のアダプテーションである。
その他にも，残念ながら映像は残っていないのだ
が同時代批評によって，ボンフーの《ラ・ヴァル
ス La Valse》（1984年）がジョージ・バランシン

（George Balanchine, 1904-1983）の同名作品（1951
年）を，コーハンの《神話 Myth》（1978年）が
本人振付のモダンダンス作品《マスク・オブ・セ
パレーション Masque of Separation》（1975年）
を翻案した作品であることが，それぞれ指摘され
ている［33］。

［第４類型］�フロアと氷上の両フィールドで同一
の表現を試みる比較実験作品群

第１から第３類型にかけてのコラボレーション
は，カリーと舞踊振付家が協働して１つのFS作
品を創作するものであった。一方でこの第４類型
は，スケーターとダンサーがそれぞれ氷上とフロ
アで全く同じ作品を上演し，両者の表現や動作を
比較するという点で，他のコラボレーションとは
趣が大きく異なる。

代表例としては，スイスの舞踊振付家である
ピーター・ヒュービ（Peter Heubi）との協働作
品《ソロ・プール・ドゥ Solo pour Deux》（1976
年）が挙げられる。この作品はスイスのTVで放
送する映像作品として提示されたものとなってい
る［34］。フランス語で「₂人のためのソロ」と名
付けられている通り，同じ動作を実施する氷上の
カリーとフロアのヒュービをそれぞれ映像に収め，
それら２つの映像を対比させたり，交互に切り替
えながら作品全体を映し出すという趣向で制作さ
れた。当然，彼らは同じ動作を行っているのだが，
２人の映像を比較すると，やはり氷上とフロアで
は動きの性質が異なることが浮き彫りになる。

かくして第４類型のコラボレーション作品は，
実験精神に溢れた試みだと言えるだろう。なお
コーハン振付の《神話》も，原作である彼のモダ
ンダンス作品《マスク・オブ・セパレーション》
から多少簡略化された部分もあるようだが，フロ
アと同一の作品を氷上で展開しているため，第４
類型にも該当すると推測される［35］。

今回は紙幅の関係により，敢えて個別作品の評
釈や分析は行わないが，こうしてカリーと舞踊振
付家の取り組みを総体的に眺めてみると，コラボ
レーションはどれも一様ではなく，それぞれ独自
の趣向でもって展開されていることがわかるので
ある。

４．コラボレーションの戦略

さて，すでに明らかにしたように，表１の作品
群はいずれも舞踊振付家のアイデアをカリーが

「翻訳」することで創作されていた。こうした作
品の創作過程に鑑みても，彼らの取り組みはまさ
しく「コラボレーション」と呼ぶに相応しいもの
であったと評価できるだろう。

しかし一方で，考えてみればカリーと舞踊振付
家の両者にとって，協働作品の創作は極めて厄介
な作業であったはずである。なぜならば，舞踊振
付家の側からすると，自らのアイデアがいつでも
思うように翻訳されるとは限らないからだ。彼ら
舞踊振付家にとって，一切馴染みのない氷上での
振付が，いかに不自由なことであったかは容易に
想像がつく。それはまるで母語ではない未習熟の
言語で文章を紡ぐようなものであったに相違ない。
また，カリー自身も振付家として，すでにバレエ
とのフュージョンを志向したFS作品を幾度とな
く創作してきたゆえ，わざわざ舞踊振付家のアイ
デアを翻訳するという回りくどい方法を取らなく
ても，自らの力で自由自在に振りを考案すること
もできたであろう［36］。だが，それでもなおカリー
と舞踊振付家はコラボレーションを継続したので
ある。

では，いったい何が彼らを協働へと駆り立てた
のか。再び広範な資料を精査し，彼らの言動を総
体的に捉えることで，コラボレーションの意図や
動機を探っていきたい。

４−１．�カリーの大志
　　　　――フィギュアスケートの昇華

まずはカリー自身の意図を考察していこう。カ
リーという人物は決して饒舌ではないのだが，コ
ラボレーションの意図を斟酌するにあまりあるだ
けの言葉を実は残している。それらの言葉を総合
すると，舞踊振付家との協働に臨むカリーには，

「FSの芸術的可能性を引き出す」狙いがあったと
考えられる。こうした狙いは，言葉で表明するこ
とは簡単でも，いざ実現させようとなると様々な
困難を克服せねばならない。

すでに述べたように，カリーが登場するまで男
性のFS競技を席巻していたのは，基本的に「男
らしい」スケートであり，踊って表現することよ
りも，ジャンプなどの跳躍技やコンパルソリー
フィギュアの慣習に基づく規律正しいスケーティ
ングを重視するものであった。ゆえに，カリーが
志向する芸術的な――当時は芸術的＝女性的・同
性愛的と誤って受け取られることもしばしばあっ
た――スケーティングスタイルに対しては批判が
集中することも少なくなかった［37］。

実際，アグレッシブな一面も持つカリーは，こ
うした批判を受けて，ある大胆な行動に出たこと
がある。ことの発端は，1962年の世界チャンピ
オンであるカナダ代表のドナルド・ジャクソン

（Donald George Jackson, 1940- ） が，1973年 に
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カリーが理想とする優雅で舞踊的なスケーティン
グスタイルを暗に批判したことであった［38］。こ
の当時，まだ一介の競技者であったカリーは，こ
うした批判や侮辱に対して反論する術もなく，た
だ沈黙を貫くしかなかった。

しかしその３年後の1976年11月４日，五輪で優
勝し一躍スターとなったばかりのカリーは，BBC 
Schools TVの番組Sceneに出演［39］。なんとそこで
彼はジャクソンの演技と自身の演技を比較し，優
雅で舞踊的なスケーティングスタイルを批判す
る者たちを挑発したのである。TVに出演したカ
リーはまず，ジャクソンが世界選手権に優勝した
際の演技映像を視聴者に提示する。映像の中の
ジャクソンはジョルジュ・ビゼー作曲のカルメン
に合わせて滑っているのだが，当然，その演技
は「男らしく」かつ「規律正しい」スケーティ
ングの典型例として視聴者の目に映ることにな
る。そうしてジャクソンの演技を見せた後，今度
はカリー自らが氷上にて演技を行う。音楽は敢え
てジャクソンの演技と全く同じカルメンを使用し
ているのだが，演技は彼とは全く異なる舞踊的な
スケーティングを披露し，いかに自らのスタイル
が新しく，かつ優れているかを主張した。スケー
トを始めた当初より，絶えずジェンダーバイアス
に晒されてきたカリーは，マスメディアを通じて，
およそ３年もの時を経てついに，自身のスケー
ティングスタイルを否定する保守派への報復を
行ったのである。

このエピソードが物語るように，カリーを取り
巻く状況は，1976年２月のインスブルック五輪で
の優勝を契機に劇的に変わることとなる。五輪の
金メダル獲得は，すなわちカリーのスケーティン
グスタイルがFS界から正当に評価されたことを
意味する。またそれに伴い，メディアから大いに
注目されたカリーは，社会に対する発信力をも手
に入れることとなった。だからこそ，その五輪チャ
ンピオンという立場と自身のメディアバリューの
双方を活かして，FS業界内に根強く残るジェン
ダーバイアスに基づいた舞踊的スケーティングス
タイルへの偏見を打ち破ろうと試みたのだろう。
カリーはこうした過渡期を経てプロに転向し，競
技規則に縛られることのない理想のFSを追い求
めるべく，アイスショーの分野へと活動の場を移
したのである。

ところが，競技の分野で世界の頂点を極め，か
つマスメディアで自身のスケーティングスタイル
の正当性を主張したところで，直ちにジェンダー
バイアスが解消されるわけでもなければ，FSが
舞踊芸術として認められるわけでもない。という
のも，実は当時，カリーの新天地となったアイス
ショーの世界も，競技の分野と同様に舞踊芸術と
は程遠い状態であったのだ。

そもそもアイスショー文化というのは，ハリ
ウッドやニューヨークを中心に展開するショー
ビジネスを企図して1930年代に醸成されたもので
ある。ちなみに，当時は「アイスショー」ではなく，
豪華な娯楽舞台を意味する言葉“extravaganza”と

“ice”を組み合わせた造語である“icetravaganza”
などとも呼称されていた［40］。従って，カリーが
登場するまでのアイスショーというのは，どうし
ても見世物やレビューのような趣になりやすかっ
た。実際，1970年代当時に米国で人気を博してい
たIce CapadesやIce Folliesといったアイスショー
カンパニーの公演は，いずれも娯楽要素の色濃い
演出がなされていたようだ［41］。カリーはそうし
た従来のアイスショーを軽蔑しており，メディア
に出演しては頻繁に揶揄していた記録が今に残っ
ている。ここにその代表例として，米国のニュー
ス雑誌Timeに掲載されたカリーのインタビュー
記事を引いておこう。

「私はスケーターである」とジョン・カリー
はしっかりと言った。「私は，スケーターと
いう言葉にはダンサーという言葉と同等の価
値があると信じている」。実際，カリーはダ
ンスをするアイススケーターであり，アイス
スケートをするバレエダンサーでもある。［…
中略…］

1976年のオリンピックで男子フィギュアス
ケートの金メダルを獲得した29歳の英国人で
あるカリーは，当然，様々なアイスショーか
ら高報酬の仕事を申し込まれた。彼は自らの
ヴィジョンを追求するために，それら全てを
断った。「私は彼ら（既存のアイスショーと
その従事者たち）を批判するのは好きではな
い」と，彼は記者に話した。「しかし，彼ら
は時代遅れのエンターテインメントであると
私は感じている。アイスショーを見に行って
も，実はあまりスケーティングを見ない。私
が見ていることといえば，たくさんの見世物，
たくさんの見せかけ，たくさんの代用品ばか
りで，本物はほとんどない」。［42］

このようにカリーがプロに転向した1970年代
のFS界においては，男性が優雅に踊ろうものな
らジェンダーバイアスに晒され，さらにアイス
ショーの分野も娯楽志向の興行が席巻していた状
況であった。カリーにとっては，さぞかし堪え難
かったことだろう。こうした旧態依然とした状況
を打開し，「スケーターがダンサーと同等の存在
であること」を業界内外に向けて証明したいと，
カリーが意気込むのも当然のことではないだろう
か。しかし，そのためには舞踊芸術に比肩するだ
けの振付が必要となる。ゆえに，カリーは自らの
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ショーでそれに叶う振付を追求し，FSの芸術性
を存分に引き出そうと考えた。

実際には，振付的に価値があり，興味深く，
知性と審美的感性に訴えかけることができる
何らかの余地が（FSには）大いにある。こ
れこそが，私が擁護しようと試みていること
である。私のショーの重点は，振付，音楽性，
スタイル，そして演出であり，私の目的は，
スケートを興奮だけでなく何か味のあるもの
として提示し，スケートの芸術的可能性を引
き出し，それを非常に面白い方法で行うこと
である。［43］

かくしてカリーは，未だ見ぬFSの芸術的可能
性を探求するために，舞踊振付家と協働する道を
模索した。もちろんそこには，幼少期から恋い焦
がれてきたバレエの振付家と共に作品を創作でき
るという純粋な好奇心もあったことだろう。また
一方で，舞踊界の大家たちとコラボレーションを
実現させることができた暁には，FSがれっきと
した舞踊芸術でもあると認められ得るのではない
か，という期待も少なからずあったはずだ。事
実，舞踊振付家とのコラボレーションは各種マ
スメディアから大いに注目されると共に，Dance 
MagazineやDancing Timesなどの舞踊専門誌でも
取り上げられ，高く評価されている［44］。

このようにカリーがプロへと転向した頃の時代
背景や彼の言動に鑑みると，FS文化はおよそ舞
踊芸術とは言い難い状態にあった。こうした状況
を変革し，舞踊芸術としてのFSの可能性を最大
限引き出すという志が，彼をコラボレーションへ
と駆り立てたとみられるのである。

４−２．�舞踊振付家たちの期待
　　　　――舞踊振付の拡張

ここまでカリーの発言からコラボレーションに
関する彼自身の戦略を考察してきた。だがそれだ
けでは，このコラボレーションがあたかも舞踊振
付家に対するカリーの一方的な憧憬や熱意によっ
て生み出されたものだと錯覚させてしまう恐れが
ある。しかし実際には，カリーいわく，多くの舞
踊振付家が協働を持ち掛けるために彼に会いたい
と懇願していたようで，舞踊振付家の側も，明確
な意図や期待を持ってこのコラボレーションに臨
んでいたとみられるのである［45］。

では，舞踊振付家たちはカリーとの協働に何を
期待していたのだろうか。同時代批評などで取り
上げられた舞踊振付家たちの言葉を網羅的に参照
すると，主として２つの意図が浮き彫りとなった。

舞踊振付家たちは第１に，「氷上バレエダン
サー」としてのカリーの身体に興味を抱き，協働

を志したと考えられる。従来，男性スケーターの
演技とバレエの踊りは似ても似つかないもので
あったわけだが，カリーはジェンダーバイアスに
も臆することなく，その２つを高度に結びつけた。
こうしてバレエのディシプリンを完璧に理解して
いるだけでなく，それを巧みにスケートの動作に
落とし込むことができるカリーとであれば，バレ
エという共通言語を介して上手く協働できると舞
踊振付家は期待したのだろう。実際，主に第１類
型の作品を創作したマーティンスとボンフーは，
コラボレーションの経緯を聞かれて，それぞれ次
のように語っている。

なぜならば，ジョンはアイススケートをし
ているという事実を超えて，素晴らしいダン
サーだからだ。［46］

ジョンは，これまでに為されなかったこと
（スケートとダンスの融合）が氷上で可能に
なることを証明している。［47］

勿論，舞踊振付家たちは単にダンサーの資質を
備えたカリーへの興味関心だけでコラボレーショ
ンに臨んだわけではない。舞踊振付家らの第２の
意図としては，舞踊振付の拡張が考え得る。ここ
で注目すべきは彼らが口々に，「グライド（glide）」
というキーワードを用いながら「FSのフォー
ム」［48］が持つ可能性について言及している，と
いうことだ［49］。グライドとは，様々な語義を持
つ言葉であるが，通常動詞として用いられる場合，

「滑る」を意味する。まさにスケートを象徴する
ような言葉なのだが，一方で単に「滑る」と捉え
るだけではこの言葉の真意を摑んだことにはなら
ない。

実は，音楽の分野でグライドは，一音一音の音
高を区切らず滑らかに繋げて演奏する「グリッサ
ンド（glissando）」奏法を指す言葉となる［50］。こ
の滑奏を指すグリッサンドはイタリア語なのだが，
語源を辿れば，フランス語で「滑る，滑らかに動く」
を意味する「グリセ（glisser）」の現在分詞から
派生した言葉であることがわかる［51］。そしてグ
リセは，音楽用語だけでなく，バレエにおいてパ
とパを滑らかに繋ぐステップを指す「グリッサー
ド（glissade）」というダンス用語にも派生する言
葉となる［52］。なお，「グリッサンド」（滑奏）と「グ
リッサード」（滑歩）の共通語源となった「グリセ」
の元をさらに辿ってみると，ゲルマン語で「滑る」
を意味し，なおかつ「グライド（glide）」の語源
ともなる「グリーダン（glidan）」となるようだ［53］。

つまり，こうしてグライドにまつわる言葉を
辿っていくと，その語源となる言葉は，音楽用語
やバレエ用語へも派生していくのだが，それらい
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ずれの用語にも「要素と要素の間を滑らかに繋ぐ」
というニュアンスがこもっていることがわかるの
である。ちなみに，ヒップホップダンスの分野に
も，床の上をあたかも滑るようにして動作と動作
を繋いでいく「グライド」という名称のステップ
がある。

改めて考えてみれば，いくら舞踊界広しといえ
どもFS以上にこのグライドを具現するフォーム
はないだろう。ゆえにカリーと協働した舞踊振付
家の多くが，このFSというフォームに固有の「動
きの滑らかさ」や「滑らかな動きの繋がり」を活
かして創作したいと思うことは，当然の成り行き
であったかもしれない。中でも，とりわけこの特
性に惹かれていたのがサープである。彼女はカ
リーとの協働を次のように振り返っている。

実を言えば，私はまさに最初からこの方向
に進んできたのである。（ダンスに）取り組
みはじめた時，私たちは裸足で活動していた。
私たちは多回転のピルエットができるように
なるためにシューズを履いた。私は非常に速
い床（の動作）を常に好んでいた。私はいつ
も，ある種のファンタジーである「グライド
要素」の可能性を欲していた。いま現在，リ
ズムは根本的に体重移動によって規定されて
いる。しかし氷上では，動き続けることがで
き，かつ体重移動なしでリズムを発現させる
ことができるが，これは素晴らしい利点であ
る。確かに重力がどのように機能するかわか
らないため，私はこれを解決するつもりでは
ある。しかしながら，スケートを見たり，氷
上でリズムを作ろうと試みたことで，リズム
のより洗練された定義が得られたと私は感じ
ている。［54］

サープはカリーと協働する以前から，自身の創
作にグライドを取り入れたいと考えていた。そし
て，いざグライドを強みとしているFSのフォー
ムを扱ってみると，リズムとは何かがより理解で
きるようになったと述べている。

その他にも例えば，ルボヴィッチはカリーとの
協働において，男女のスケーターが滑走と回転を
ひたすら繰り返しながら互いに絡み合う《ティル
ト・ア・ホワール Tilt-A-Whirl》（1978年）とい
う作品を振り付けている。本作はその名が示すよ
うに，それぞれ独自に回転する複数の車が周回軌
道上を滑らかに動いていく遊園地のアトラクショ
ンに着想を得たもので，このコンセプトから察
するにルボヴィッチもFSのグライドをいかに扱
うかという点に関心があったと考えられる。事
実，彼はこの自身の作品を「切れ目のないリボン
の形態（“unbroken ribbons of shape”）」［55］と言

い表していたようである。なお，ルボヴィッチは
カリーとの協働を終えた後も，長編FS映像作品
である《眠れる森の美女 The Sleeping Beauty》

（Anglia TV, 1987）と《ザ・プラネッツ The Planets》
（Rhombus Media, 1994）の振付を手掛けており，
FSの振付家を自認するまでに至っている。

ここに示したのは一例に過ぎないが，舞踊振付
家の言動や協働作品の様態を総体的に参照する
と，彼らの多くがFSのフォームとその最大の特
性であるグライド要素を創作に取り入れようと試
行錯誤していたことが手に取るようにわかる。こ
うした異なるジャンルの舞踊フォームを自身の創
作に活かしたり，コラボレーションを積極的に試
みる舞踊振付家の姿勢は，おそらく1960年代に勃
興した「ポストモダンダンス」の潮流を汲むもの
であろう。ポストモダンダンスの概念については，
非常に複雑で一概に定義することはできない［56］。
しかし少なくとも，先行研究によって「コラボレー
ション」［57］や「フォームの借用・並置」［58］，「動
作の生成・編集」［59］などの創作技法がポストモ
ダンダンスに見られる特徴の一つだと分析されて
いる。

このことを踏まえると，カリーの元に，サープ，
ディーン，フェルド，ルボヴィッチといった前述
の創作技法を多用する舞踊振付家が多数集結して
いることを，単に偶然だと片付けることはできな
いだろう。実際，サープやディーンは本論3-2で
も説明したように，それぞれ自身に固有のポスト
モダンダンス的特徴をカリーとの協働作品にも多
分に反映させている。また，フェルドやルボヴィッ
チも積極的にあらゆるジャンルの舞踊フォームを
組み合わせて振付を創作した人物として知られて
いる［60］。ルボヴィッチに至っては，1975年前後
になると，「単純化された反復的な動きを変化す
るフォーメーションの中で行う」［61］振付を多用
するようになるのだが，まさにそうした作風が前
述の《ティルト・ア・ホワール》にもはっきりと
見て取れる。このような作品の特徴に鑑みれば，
彼らによるコラボレーションというのは，バレエ
はもとより，ポストモダンダンスをめぐる歴史の
延長線上にも位置づけることが可能だと考えられ
るのである。

かくして，カリーが「バレエのフォーム」［62］

を応用することでFSを舞踊芸術の域へと昇華さ
せようとしたように，舞踊振付家もまたFSの
フォームを取り入れることで自身の振付の可能性
を氷上に拡大しようとしたのである。その情熱た
るや，カリーがこのコラボレーションに懸ける想
いに負けずとも劣らなかったはずだ。実際に，カ
リーという稀有な身体を通じて，FSという未知
なるフォームに触れた舞踊振付家の興奮がいかば
かりであったか。それは，次に引くディーンの言
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葉を読めば一目瞭然となることだろう。

私は成長するため，アイススケート用に（動
きを）調整することが好きである。私はバレ
エの振付家兼モダンダンスの振付家であるが，
いまや私はアイスダンスの振付家でもあるの
だ。［63］

５．結語
　　――フィギュアスケート史と舞踊史の紐帯

1976年から1984年までのわずか９年の間に，史
上類を見ない規模でスケーターと舞踊振付家のコ
ラボレーションが巻き起こった。その運動の中心
にいたのは，ジョン・カリーである。彼はFSと
バレエの両ディシプリンを自在に使いこなせる
ジャンル越境者としての強みを活かしながら，舞
踊振付家が考案した振付やアイデアを氷上のス
ケーティング動作に翻訳することで，コラボレー
ション作品を実現させていった。そして結果的に，
カリーは総勢15名の舞踊振付家と，24作もの協働
FS作品を創作したのであった。

本論は，これまで曖昧なままとされてきたカ
リーと舞踊振付家のコラボレーションの全体像を，
緻密な資料調査に基づき明らかにしてきた。具体
的には，協働作品のクレジットタイトルを体系的
に整理した上で，それら作品の創作過程や内容の
傾向を分析した。また，カリーと舞踊振付家によっ
て語られたコラボレーションに関する言葉の数々
についても考察し，彼らは互いにそれぞれ別の目
的意識を持って協働に臨んでいたことが浮き彫り
となった。以上を総合すると，とりわけ1976年か
ら1984年の間にカリーと舞踊振付家の間で行われ
たコラボレーションは，FS史とクラシックバレ
エやポストモダンダンスの舞踊史を結びつける画
期的な取り組みであったことがわかる。それと同
時に，今日から振り返ると，それぞれのジャンル
のディシプリンやフォーム，芸術的重点の特性を
逆に浮かび上がらせる実験でもあったと再評価で
きるのである。
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